
学校番号 107 

平成 31 年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 数学ⅠStandard (東京書籍)  

副教材等 WIDE 数学 I+A(東京書籍) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・数学では様々な公式や定理がでてきますが、それらが「なぜ成り立つのか？」をしっかりと考

えてください。深く考え、発見することで自らの知識となり、かつ論理的思考力、創造力が発

達します。 

・解答する際には、必ず途中式、考え方を記述してください。解答は採点者へのメッセージです。

自らの考えをまとめ、相手にわかりやすく伝える練習でもあります。 

・数学 I は高校数学の基礎的な内容であり、高校２年で学習する数学Ⅱにつながっていきます。

疎かにせず、しっかりと学習していきましょう。 

２ 学習の到達目標 

数と式，図形と計量，2 次関数およびデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技

能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとと

もに，それらを活用する態度を育てる。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式，集合と論証，

2 次関数，図形と計量

およびデータの分析

における考え方に関

心をもつとともに，

数学的な見方や考え

方のよさを認識し，

それらを事象の考察

に活用しようとす

る。 

数と式，集合と論証，2
次関数，図形と計量およ

びデータの分析におけ

る数学的な見方や考え

方を身につけ，事象を数

学的に捉え，論理的に考

察するとともに，過程を

振り返り多面的・発展的

に考察し，表現できる。 

数と式，集合と論

証，2 次関数，図形

と計量およびデー

タの分析において，

事象を数学的に考

察し，処理する仕方

や推論の技能を身

につけ，的確に問題

を解決できる。 

数と式，集合と論

証，2 次関数，図形

と計量およびデー

タの分析おける基

本的な概念，原理・

法則，用語・記号な

どを理解し，基礎的

な知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単
元 

学習内容 
評価の観点 

単元の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

数
と
式 

式
の
計
算 

整式 ○  ○  

a) 整式の次数の決め方に関心をもち，整式を整
理しようとしている。 

c) 単項式，多項式の次数と係数を求めることが
できる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

整式の 

加法・減法・

乗法 

 ○ ○ ○ 

b) 累乗計算を指数法則として，一般化するよさ
について考察することができる。 

c) 式を目的に応じて変形したり，置き換えたり
して，複雑な式の展開ができる。 

d) 指数法則や乗法公式が，基本的な知識として
身についている。 

因数分解  ○ ○ ○ 

b) 因数分解を行う際の工夫や見通しを考察する
ことができる。 

c) 式を 1つの文字について整理したり，置き換
えたりして，複雑な式の因数分解ができる。 

d) 因数分解の公式を理解し，式を因数分解する
ための基礎的な知識を身につけている。 

実
数 

実数 ○  ○ ○ 

a) 実数まで拡張できる数の体系に関心をもち，
数を自然数から実数まで拡張していこうと
し，実数からさらに数の体系を拡張しようと
している。 

c) 絶対値の記号を含む式の計算ができる。 

d) 自然数から実数までの数の体系が知識として
身についている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 
根号を含む

式の計算 
 ○ ○  

b) 平方根のいろいろな演算について平方根の性
質を踏まえて考察することができる。 

c) 根号を含む式の計算や有理化ができる。 

１
次
不
等
式 

不等式の 

性質 
○   ○ 

a) 数量の大小関係の表現に対する不等式の有用
性に関心をもち，具体的な事象における数量
の大小関係を不等式で表そうとする。 

d) 不等式の性質を理解している。 
授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

1 次不等式  ○ ○  

b) 1 次不等式の解の意味について考察すること
ができる。 

c) 不等式の性質を利用して，不等式の解を求め
ることができる。 

1 次不等式

の応用 
○  ○ ○ 

a) 具体的な事象を不等式の形式で表すことの有
用性に関心をもつ。 

c) 連立不等式を解くことができる。 

d) 連立不等式の解を求めるための基本的な知識
を身につけている。 

集
合
と
論
証 

集
合 

集合  ○ ○ ○ 

b) 具体的な事象をとらえる手法として，全体集
合や補集合，部分集合，共通部分，和集合，
ド・モルガンの法則などの考え方を考察する
ことができる 

c) 図表示などを利用して，包含関係を捉え，集
合に関する問題を解くことができる。 

d) 集合を数学的に理解し，集合や，集合の包含
関係の表し方に関する知識を身につけてい
る。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 



命
題
と
論
証 

命題と条件  ○ ○ ○ 

b) 命題，条件などの考察に集合を活用し，論理
的な思考力を養うことができる。 

c) ド･モルガンの法則が利用できる。 

d) 命題の真偽や必要条件・十分条件を集合の包
含関係の図表示と関連付けて理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 論証  ○ ○ ○ 

b) 命題の逆・裏・対偶を正しくとらえ，対偶を
利用した証明や背理法の論理的意味を考察す
ることができる。 

c) 対偶を利用した証明や，背理法による証明が
できる。 

d) 命題の逆・裏・対偶について理解し，対偶を
利用した証明や背理法に関する知識を身につ
けている。 

２
学
期 

２
次
関
数 

２
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ 

関数 ○   ○ 

a) 日常の具体的な事象の考察に対する関数の概
念の有用性に関心をもつ。 

d) 関数の値の表し方，関数の定義域・値域の意
味を理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

2 次関数 ○ ○ ○ ○ 

a) y＝ax2＋bx＋c のグラフの考察に y＝ax2 のグ
ラフを平行移動するという考えを利用しよう
としている 

b) y＝ax2 の性質をもとに，平行移動を用いて 2
次関数 y＝ax2＋bx＋c のグラフをかき，頂点や
軸などについて考察することができる。 

c) 2 次関数の式を平方完成して，グラフをかくこ
とができる。 

d) 平方完成など，2次関数のグラフをかくのに必
要な基礎的な知識を身につけている。 

2 次関数の

最大・最小 
 ○ ○  

b) 2 次関数のグラフを利用して，定義域に応じた
値域，最大・最小を論理的に考察することが
できる。 

c) 2 次関数のグラフを活用することで，最大値，
最小値を求めることができる。 

2 次関数の

決定 
  ○ ○ 

c) グラフに関する条件から，2次関数を決定でき
る。 

d) 2 次関数を決定するための条件について基礎
的な知識を身につけている。 

２
次
方
程
式
と
２
次
不
等
式 

2 次方程式  ○ ○ ○ 

b) 2 次方程式を，実数解の個数を通じて分類・考
察することができる。 

c) 2 次方程式の解を求めることができる。 

d) 2 次方程式の解を求める方法について基礎的
な知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

2 次方程式

の実数解の

個数 

○ ○ ○  

a) 2 次方程式の分析に対する判別式の意義や有
用性に関心をもつ。 

b) 2 次方程式の実数解の個数に対する判別式の
意義や有用性について考察することができ
る。 

c) 判別式を用いて，2次方程式の解の個数につい
て調べることができる。 

2 次関数の

グラフと x 軸

の共有点 

○ ○  ○ 

a) 2 次関数のグラフと x 軸の位置関係に，2次方
程式の実数解の個数を関連づけようとしてい
る。 

b) 2 次方程式について，グラフと x 軸との位置関
係と関連させて考察することができる。 

d) 2次関数のグラフと x軸の共有点の個数を求め
るための基礎的な知識を身につけている。 



2 次不等式 ○ ○ ○ ○ 

a) 不等式の解を求めるのに，グラフを積極的に
活用しようとしている。 

b) 2 次不等式の解について，グラフと x 軸との位
置関係と関連させて考察することができる。 

c) 2 次不等式の解を求めることができる。 

d) 2 次不等式を解くための基礎的な知識を身に
つけている。 

2 次不等式

の応用 
 ○ ○  

b) 具体的な問題を 2 次不等式に帰着させて考察
することができる。 

c) 連立 2次不等式の解を求めることができる。 

図
形
と
計
量 

鋭
角
の
三
角
比 

直角三角形

と三角比 
○ ○  ○ 

a) 三角比の定義と，図形に関する具体的な事象
の考察に対する三角比の有用性に関心をも
ち，図形の計量に対して三角比を活用しよう
としている。 

b) 三角比の表から正弦・余弦・正接の値を求め
る方法や，角度に対する三角比の値の変化に
ついて考察することができる。 

d) 直角三角形において，正弦・余弦・正接を求
めるための基礎的な知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

直角三角形

の辺と角 
○  ○ ○ 

a) 三角比を具体的な事象の考察に活用しようと
している。 

c) 三角比の表を用いて，直角三角形のおよその
角の値を求めることができる。 

d) 直角三角形の辺の長さを三角比で表すための
基礎的な知識を身につけている。 

三角比の相

互関係 
  ○ ○ 

c) 三角比の相互関係を利用して，いろいろな角
の正弦・余弦・正接を求めることができる。 

d) 三角比の相互関係を理解し，正弦・余弦・正
接を求めるための基礎的な知識を身につけて
いる。 

三
角
比
の
拡
張 

三角比と 

座標 
○ ○  ○ 

a) 座標を用いることで，鈍角の三角比の考え方
を把握しようとしている。 

b) 座標を用いることで 0°から 180°までの角に
ついて三角比が求められることについて，考
察することができる。 

d) 座標を用いることで，鋭角だけでなく，鈍角
の三角比も求められることを理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 三角比の 

性質 
  ○ ○ 

c) 三角比の相互関係を利用して，鈍角も含めた
いろいろな角の正弦・余弦・正接を求めるこ
とができる。 

d) 三角比の相互関係を理解し，正弦・余弦・正
接を求めるための基礎的な知識を身につけて
いる。 

３
学
期 

三
角
形
への
応
用 

正弦定理   ○ ○ 

c) 正弦定理を用いて，三角形の辺の長さや外接
円の半径を求めることができる。 

d) 正弦定理を理解し，三角形の辺の長さや外接
円の半径を求めるための基礎的な知識を身に
つけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 余弦定理  ○ ○ ○ 

b) 三角形の形状を分析する手法として余弦定理
を考察することができる。 

c) 余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角の
大きさを求めることができる。 

d) 余弦定理を理解し，三角形の辺の長さや角の
大きさを求めるための基礎的な知識を身につ
けている。 



三角形の 

面積 
○  ○  

a) 三角形の面積を求めることに対する三角比の
有用性に関心をもつ。 

c) 三角形の面積の公式を用いて，三角形の面積
を求めることができる。 

空間図形の

計量 
○  ○  

a) 平面図形や空間図形の計量に対する正弦定
理，余弦定理の有用性に関心をもつ。 

c) 正弦定理，余弦定理などを平面図形や空間図
形の計量に応用できる。 

デ
ー
タ
の
分
析 

デ
ー
タ
の
整
理
と
分
析 

データの 
整理 

  ○ ○ 

c) 度数分布表やヒストグラムでデータを整理す
ることができる。 

d) 度数分布表において，各階級の相対度数を求
めるための基礎的な知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

データの 
代表値 

  ○  
c) データの平均値，中央値，最頻値を求めるこ

とができる。 

データの 
散らばり 

○ ○ ○ ○ 

a) データの特徴を数量化する手法としての四分
位数・箱ひげ図・分散・標準偏差の有用性に
関心をもつ。 

b) データの特徴を数量化する手法としての四分
位数・箱ひげ図・分散・標準偏差の有用性を
考察できる。 

c) 四分位数，四分位偏差，分散および標準偏差
などを求めることができる。 

d) 四分位数，範囲，四分位範囲，四分位偏差，
分散および標準偏差の意味を理解している。 

デ
ー
タ
の
相
関 

相関関係 ○   ○ 

a) データの相関関係をとらえる手法として散布
図の有用性に関心をもつ。 

d) 散布図および相関係数などの意味を理解して
いる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 
相関係数  ○ ○ ○ 

b) データの相関関係を求める手法としての散布
図や相関係数の有用性を考察できる。 

c) 相関係数を求めることができる。 

d) 相関係数の定義を理解し，相関係数を求める
ための基礎的な知識を身につけている。 

 

※ 表中の観点について ａ）関心・意欲・態度   ｂ）数学的な見方や考え方 

             ｃ）数学的な技能     ｄ）知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


